
星の一生

夜空に輝く星たちはどれ

も似たような見た目をして

いるようにも見えますが、よ

く観察してみるとギラギラと

輝く星、目を凝らさないと見

つけられない星、赤っぽい

もの白っぽいもの…などな

ど違いがあります。星にも

私たちと同じように個性が

あるのです。

そんな星たちの中で、核

融合によってエネルギーを

生み出し自ら輝く星のことを“恒星”といいます。いわゆる「星座を作る星」はみんな恒

星です。そして、恒星は私たちと同じように生まれ、成長し、そしていつか終わりを迎

える“星の一生”を過ごしていくのです。

恒星はガスが集まって誕生し、明るく輝きながら成長していきますが、その最期は

星によってさまざま。静かに終わるものもあれば、大爆発を起こして新たな恒星の材

料を生み出すもの、さらにはブラックホールになるものもあります。そんな恒星の一生

は何によって運命づけられているのでしょうか？私たちの命にもつながる、ドラマチック

な星の一生にせまります。
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宇宙ヒストリア～１３８億年、原子の旅～

すべての物体は、空気も海も石も、

もちろん地球も太陽も夜空に輝く

星々も、おびただしい数の原子からで

きています。たとえば私たちの体は

（体重６０㎏だとすると）、水素原子が

およそ３７００・１０２４個、酸素原子が

１４００・１０２４個、炭素７００・１０２４個、

ちっ素７０・１０２４個、…といったぐあい

です。そして、それらの原子は、およ

そ１か月ですべて入れ替わっていま

す。原子の立場からすると、１か月前

のあなたは、今のあなたとは全くの別人なのです。では、私たちの体にたどり着く前、

原子たちはどこにいたのでしょう？

４６億年前、地球に来る前は太陽系の材料となった星雲の中にありました。その星

雲に含まれていた原子は、もともとは５０億年以上前に光り輝いていた恒星の中にあ

ったもので、その恒星もまた、その前の世代の恒星が最期を迎えたことで誕生しまし

た。そして全ての原子のもとは１３８億年前、宇宙の誕生とともに作られました。原子

は宇宙１３８億年の歴史をすべて目撃したのです。さあ、酸素原子の案内で１３８億

年の宇宙の旅に出かけましょう。２０２３年度に続いてリバイバル投影です。

※小説「宇宙ヒストリア」上（２０２３年１１月号）・下（２０２４年８月号）も参照ください。
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